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ミルク缶の収受 ①

ミルク缶の使用

可能日数確認
②

ミルク缶の缶数と、移動・食事における

食事オーダでの使用量を照合

ミルク缶の残り

使用日数把握
③ ミルク缶の使用日数が残り2週間

追加の

ミルク缶手配
④ 病棟へ依頼

欠食時の

対応
⑤

＜特殊ミルク（非売品）を使用した配乳について＞

・本来、特殊ミルクは対象患者を特定して供給している。

　原則は本人の特殊ミルクを使用して調乳を行うことになっているため、余剰の保管はない。

非売品のミルク種　収受～返却の流れについて

確認・実施項目

通常配乳のミルク缶締切：午前11時　(18時までは当日配乳対応)

退院または復食の見込みがない場合は、病棟へミルク缶回収を依頼

ミルク追加手配が必要となる場合 ミルク追加手配が必要ない場合
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ミルク調整手順

【調乳作業】

↓

↓

↓

↓

【分注作業】

↓

↓

↓

【殺菌作業・冷却作業・配乳作業】

加温殺菌作業※3

↓

冷却作業

↓

配乳作業

※1：ミルク量計量方法

(1)100ml以下(100ml哺乳瓶使用)の場合

①シリンジ先端をミルクに付け、空気を抜く

②シリンジ※2で計量しオーダ量と照合の上哺乳瓶へ移す

　※2：30ml・50mlのシリンジを適宜使用

　　　100mlシリンジは誤差が大きいため使用不可

(2)100mlを超える場合(200ml哺乳瓶使用)の場合

　哺乳瓶の目盛で計量し提供

（最終調整にはシリンジその他、使用しやすい

　器具を使用）

③哺乳瓶に蓋をし、ラベル貼付、ラックへ置く

④至適温度検温のためのダミー作成

※3：至適温度検温のためのﾀﾞﾐｰを入れる

①ミルク計量

②ミルクに調乳水を加える

③泡立て器で撹拌

④ビーカに漏斗・ガーゼをセットし漉す

①一人分の哺乳瓶を準備

②ミルクを計量し※1哺乳瓶に分注する
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食品登録手順書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①部門システム｢帳票:食品コード｣を参照の上、類似食品 CD 近辺の空き CD を入力 

②食品名称を転記（食品名に｢受託側｣の食品 CD あれば入力） 

③該当食品群を全国版・東京版・その他を食品成分表の分類を参考に選択 

④商品情報の原材料を確認の上、該当コメントを入力 

（参照先：｢帳票：コメント一覧｣及び「食品禁食コメント対応表」） 

⑤食品成分表記載の食品であれば、成分表の食品番号 

食品成分表記載ない食品であれば、｢999999｣を入力 

⑥食品成分表記載の食品であれば、成分表の廃棄率 

食品成分表記載ない食品であれば、商品情報から転記 または 

実測値 

⑦該当項目を選択 

⑧仕入単位及び在庫単位は、食品規格単位、仕込単位は、1 食品単位を入力 

 

 

② 

 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

 

 

 

⑧ 
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⑨食品成分表の栄養価を入力する場合は、成分表複写を選択 

 食品成分表記載ない食品は商品情報の 100g あたりの栄養価を入力 

 商品情報が 100g あたりでない場合は、Excel｢100g 換算ｼｰﾄ｣にて換算後の数値を入力 

⑨ 



食品禁食コメント対応表

大分類 小分類

コード 101 150 135

コメント 乳禁 乳禁コンソメ可 チーズ禁

コード 102 136

コメント 鶏卵禁 ﾏﾖﾈｰｽﾞ生卵禁

コード 103 155

コメント 小麦禁 小麦禁調味可

コード 111 154

コメント 米禁 米禁調味料可

コード 116 157 107 158 113

コメント 豆禁 豆禁調味料可 大豆禁 大豆禁調味可 納豆禁

コード 107 158 113

コメント 大豆禁 大豆禁調味可 納豆禁

コード 106 171 123 172 124 173 138 139

コメント 甲殻類禁 甲殻類禁ｴｷｽｶ えび禁 えび禁ｴｷｽ可 かに禁 かに禁ｴｷｽ可 いか禁 たこ禁

コード 123 172

コメント えび禁 えび禁ｴｷｽ可

コード 124 173

コメント かに禁 かに禁ｴｷｽ可

コード 140 203

コメント 魚卵禁 いくら禁

コード 108 167 121 168 169 122 149 170 202

コメント 魚禁 魚料理禁ﾀﾞｼｶ 青魚禁 青魚禁鰹節可 青魚禁ﾀﾞｼ可 さば禁 うなぎ禁 さば禁ｴｷｽ可 サケ禁

コード 121 168 169 122 170

コメント 青魚禁 青魚禁鰹節可 青魚禁ﾀﾞｼ可 さば禁 さば禁ｴｷｽ可

コード 122 170

コメント さば禁 さば禁ｴｷｽ可

コード 109 174 125 175 204

コメント 貝禁 貝禁ｴｷｽ可 牡蠣禁 牡蠣禁ｴｷｽ可 あわび禁

コード 125 175

コメント 牡蠣禁 牡蠣禁ｴｷｽ可

コード 110 198 127 163 128 164 129 165 166

コメント 肉類禁 肉類禁ｴｷｽ可 牛肉禁 牛肉禁ｴｷｽ可 豚肉禁 豚肉禁ｴｷｽ可 鶏肉禁 鶏肉禁ｴｷｽ可 ｾﾞﾗﾁﾝ禁

コード 127 163

コメント 牛肉禁 牛肉禁ｴｷｽ可

コード 128 164

コメント 豚肉禁 豚肉禁ｴｷｽ可

コード 129 165

コメント 鶏肉禁 鶏肉禁ｴｷｽ可

コード 115 159

コメント 長芋山芋禁 生長芋山芋禁

コード 142 161

コメント ﾄﾏﾄ禁 生ﾄﾏﾄ禁ｿｰｽ可

コード 141 160

コメント 海藻禁 海藻禁ﾀﾞｼ可

コード 105 137 186 208 209 210 215 216

コメント ナッツ類禁 くるみ禁 カカオ禁 ﾋﾟｰﾅｯﾂ禁 ｱｰﾓﾝﾄﾞ禁 ｶｼｭｰﾅｯﾂ禁 ﾏｶﾀﾞﾐｱﾅｯﾂ禁 ﾋﾟｽﾀﾁｵ禁

コード 126 112 119 120 130 162 145 117 118 131 132 133 193 194 195 196 201 206 207 212 213

コメント 果物禁 ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ禁 ﾗｯﾃｸｽﾌﾙｰﾂ禁 ﾊﾞﾗ科食物禁 柑橘類禁 柑橘類禁ｴｷｽ可 しそ･梅禁 ｷｳｲ禁 ﾊﾞﾅﾅ禁 ﾊﾟｲﾝ禁 ﾒﾛﾝ禁 ｲﾁｺﾞ禁 ﾏﾝｺﾞｰ禁 ﾘﾝｺﾞ禁 ﾓﾓ禁 梨禁 ｵﾚﾝｼﾞ禁 すいか禁 さくらんぼ禁 ぶどう禁 柿禁

コード 120 133 145 194 195 196 207

コメント ﾊﾞﾗ科食物禁 ｲﾁｺﾞ禁 しそ･梅禁 ﾘﾝｺﾞ禁 ﾓﾓ禁 梨禁 さくらんぼ禁

コード 119 117 118 131 132 193 195

コメント ﾗｯﾃｸｽﾌﾙｰﾂ禁 ｷｳｲ禁 ﾊﾞﾅﾅ禁 ﾊﾟｲﾝ禁 ﾒﾛﾝ禁 ﾏﾝｺﾞｰ禁 ﾓﾓ禁

コード 130 112 162 201

コメント 柑橘類禁 ｸﾞﾚｰﾌﾟﾌﾙｰﾂ禁 柑橘類禁ｴｷｽ可 ｵﾚﾝｼﾞ禁
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採用商品変更または臨時商品使用に伴う食品登録及び献立入替フロー

甲側対応手順 乙側対応手順

採用商品の変更

(栄養価又は原材料変更含む)

代替案提案

新規食品登録
協議

在庫の確保は

できるか？

できる できない

即日献立入替

再販するか？

在庫無し

提供日１か月前

日々の献立入替・確認

する

終了

朝のミーティングで報告報告を受ける

様式6-1により

報告を受ける

しない

再販の連絡

代替案継続提供

朝のミーティングで報告協議

献立入替後の確認

ライブラリ作成

予定献立貼付

献立入替後の確認

ライブラリ作成

予定献立貼付

作成したライブラリ削除

する しない
再販商品を

使用するか？

代替案提案

新規食品登録

食品名の頭に×

仕入先登録変更

食品名の頭に×

仕入先登録変更

新規食品の場合は、試作・試食により確認の上代替決定

臨時商品使用

様式6-2により

報告を受ける

代替案提案

提供実績

あるか？

ある
ない

試作・試食

日々の献立入替・確認

献立入替後の確認



拓桃館1階図面

壁掛け時計設置場所 壁掛け時計（電池式）設置場所

清掃範囲（栄養管理事務室は貸付備品およびその周辺のみ）
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貸付物品一覧表（栄養管理部資産一覧）

資産番号 資産名称
取得

年度
構造規格

000054300160011-00 戸棚/1500cm幅（栄養管理部） 平成30年度 HC-157

000054300160021-00 戸棚/1200cm幅（栄養管理部） 平成30年度 HC-127

000054310260011-00 下部戸棚付台① 平成31年度 HTC-912（観音戸）

000054310260021-00 下部戸棚付台② 平成31年度 HTC-912（観音戸）

000054310260031-00 下部戸棚付台③ 平成31年度 HTC-912（観音戸）

000054320110001-00 ドラフト洗米機（RWO-38） 令和2年度 RWO-38

000054330640001-00 アクアクッカー 令和3年度 AQ-25G-SD5-OH 2

000054340520001-00 冷凍庫（栄養管理部） 令和4年度 HF-120A3-1-ML

000054340850001-00 電気スチームコンベクションオーブン 令和4年度 SCOS-523RS-L（置台付）

000054340860001-00 真空冷却機 令和4年度 CMJ-40QE

000054370130001-00 スチームコンベクションオーブン 令和7年度 FICP201E/60-21-331

000056270010001-00 病院栄養給食管理システム　ライセンス 平成27年度

010054270270012-00 クリーンエース               NAC-300 平成27年度

010054270270022-00 クリーンエース               NAC-300 平成27年度

010054270270032-00 クリーンエース               NAC-300 平成27年度

010054270280012-00 クリーンロッカー             NSCW-10Z 平成27年度

010054270280022-00 クリーンロッカー             NSCW-10Z 平成27年度

010054270290012-00 コールドテーブル冷蔵庫       RT-120SNF 平成27年度

010054270290022-00 コールドテーブル冷蔵庫       RT-120SNF 平成27年度

010054270290032-00 コールドテーブル冷凍庫　     FT-120SNF 平成27年度

010054270290042-00 コールドテーブル冷凍庫　     FT-120SNF 平成27年度

010054270310012-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310022-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310032-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310042-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310052-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310062-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270310072-00 ネスティングトレーカート     NTCX28AV2 平成27年度

010054270320012-00 パススルー冷蔵庫           HR-90CZ-ML-4G4G 平成27年度

010054270320022-00 パススルー冷蔵庫           HR-90CZ-ML-4G4G 平成27年度

010054270320032-00 パススルー冷蔵庫       HR-120CZ3-ML-4G4G 平成27年度

010054270320042-00 パススルー冷蔵庫    HR-120CZ3-ML-4G4G 平成27年度

010054270330012-00 パスボックス 平成27年度

010054270330022-00 パスボックス 平成27年度

010054270340002-00 ミルク冷却装置               MTWC-110E-4G 平成27年度

010054270350012-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG28REF 平成27年度

010054270350022-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG28REF 平成27年度

010054270350032-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG28REF 平成27年度

010054270350042-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG36REF 平成27年度

010054270350052-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG36REF 平成27年度

010054270350062-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG36REF 平成27年度
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資産番号 資産名称
取得

年度
構造規格

010054270350072-00 温冷配膳車ｻﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ付     MOG36REF 平成27年度

010054270360002-00 乾熱滅菌装置                 HE-800WZ-SP 平成27年度

010054270370002-00 器具消毒保管機               ISCK-13JW-E 平成27年度

010054270380012-00 検食用冷凍庫                 HF-90ZT 平成27年度

010054270380022-00 検食用冷凍庫　　             HF-120ZT3 平成27年度

010054270390012-00 戸棚                         HC-157 平成27年度

010054270390022-00 戸棚                         HC-157 平成27年度

010054270400012-00 戸棚付作業台（殺菌灯付） 平成27年度

010054270400022-00 戸棚付作業台（殺菌灯付）     HTC-156B 平成27年度

010054270410002-00 戸棚付水切付一槽シンク（殺菌灯付） 平成27年度

010054270420002-00 三槽シンク　　　　　　       DS3-217B 平成27年度

010054270430002-00 終末殺菌槽                   MTWH-070E 平成27年度

010054270440012-00 消毒保管機　　　             ISC-S25JW-E 平成27年度

010054270440022-00 消毒保管機　　　             ISC-W30JW-E 平成27年度

010054270440032-00 消毒保管機　　　　　         ISC-W40JW-E 平成27年度

010054270440042-00 消毒保管機　　　　　         ISC-W40JW-E 平成27年度

010054270440052-00 消毒保管機　　　　　         ISC-W40JW-E 平成27年度

010054270450002-00 食器洗浄機　　　　　　　     NBF2-LE-01 平成27年度

010054270460002-00 浸漬槽 平成27年度

010054270490002-00 製氷機　　　　　　　　　     IM-65M 平成27年度

010054270510002-00 調乳水生成装置               MTWP-150E 平成27年度

010054270520002-00 超音波哺乳瓶洗浄機           MU-1200W-2S 平成27年度

010054270530002-00 電気コールドワゴン           CW-451G 平成27年度

010054270550002-00 電気ティルティングパン　　   ENTP-75 平成27年度

010054270560002-00 電気フライヤー　　　　　     SEFD-18K 平成27年度

010054270570002-00 電気ホットワゴン             HWN-451G 平成27年度

010054270580002-00 電気回転釜                   DEK-45J-D 平成27年度

010054270590012-00 電気立体炊飯器　　　　       ARCX-3E 平成27年度

010054270590022-00 電気立体炊飯器　　　　       ARCX-3E 平成27年度

010054270600012-00 電磁ローレンジ　　　　　     MIR-3LA-N 平成27年度

010054270600022-00 電磁ローレンジ　　　　　     MIR-3LA-N 平成27年度

010054270610012-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270610022-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270610032-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270610042-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270610052-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270610062-00 電磁調理器　　　　　　       MIR-1055SA-N 平成27年度

010054270620012-00 二槽シンク　　　　　　       DS2-157B 平成27年度

010054270620022-00 二槽シンク（哺乳瓶浸漬用）   DSF2-187B 平成27年度

010054270630002-00 二槽水切付シンク 平成27年度

010054270640002-00 白衣ロッカー 平成27年度

010054270650012-00 包丁まな板殺菌庫　           ISCK-11JW-E 平成27年度
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資産番号 資産名称
取得

年度
構造規格

010054270650022-00 包丁まな板殺菌庫　           ISCK-11JW-E 平成27年度

010054270660002-00 冷蔵庫（牛乳・ジュース用）   HR-75ZT 平成27年度

010054270830012-00 シュレッダＮＣ３１ 平成27年度

010054280890011-00 栄養管理ｼｽﾃﾑ/大和電設工業㈱　HACCPソフト付端末 平成28年度

010054280890021-00 栄養管理ｼｽﾃﾑ/大和電設工業㈱　HACCPソフト付端末 平成28年度

010054280890031-00 栄養管理ｼｽﾃﾑ/大和電設工業㈱　HACCPソフト付端末 平成28年度

010054280890041-00 栄養管理ｼｽﾃﾑ/大和電設工業㈱　HACCPソフト付端末 平成28年度

010056280070001-00 栄養管理ｼｽﾃﾑ/大和電設工業㈱　PC用ソフトウェア 平成28年度
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貸付物品一覧表（食器）

大

区分

用途

区分
番号 品名 メーカー 商品番号 規格・材質

 数量

I A 1 主食 離幼 離乳・幼児飯椀（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-1 WSS　 105×48　H75　210ml　69g メラミン　 155

I A 2 主食 離幼 離乳・幼児飯椀蓋 （さらだっこ） 三信化工㈱ MB-101　WSS 105×31メラミン　 150

I A 3 主食 幼 小児飯丼(粥椀)（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-5　WSS 131×58　H83　380ml　112g メラミン　 98

I A 4 主食 幼 小児飯丼蓋(粥椀蓋)（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-105　WSS 117×34　メラミン　 98

I A 5 主食 学共 飯椀（友花） 三信化工㈱ MB-608　YUK 120×64　400ml　117g メラミン　 149

I A 6 主食 学共 飯椀蓋（友花） 三信化工㈱ MB-609　YUK 111×35　メラミン　 149

I A 7 主食 学共 飯椀(粥椀)（ルナデコール） 三信化工㈱ MB-507　LNA 140×72　600ml　123g メラミン　 139

I A 8 主食 学共 飯椀(粥椀)蓋（ルナデコール） 三信化工㈱ MB-508　LNA 126×36　メラミン　 140

I A 9 主食 幼 うどん丼（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-8　WSS 145×60　570ml　128g メラミン　 88

I A 11 主食 学共 多用丼 三信化工㈱ MB-595 WF 160×82　950ml　340g　メラミン 118

I A 12 主食 学共 多用丼蓋 三信化工㈱ 71-M 176×15　メラミン 118

I A 13 主食 学共 スープ皿 (カレー皿)（友花） 三信化工㈱ MS-2120YUK 198×43　720ml　152g メラミン　 99

I B 1 主菜 離幼 深皿（さらだっこ） 三信化工㈱ MS-13　WSS 150×30　280ml　78g メラミン　 123

I B 2 主菜 幼 深皿（さらだっこ） 三信化工㈱ MS-15　WSS 170×36　440ml　107g メラミン　 120

I B 3 主菜 学共 菜皿(中)（友花） 三信化工㈱ MS-664　YUK 180×30　136g メラミン　 189

I B 4 主菜 学共 丸深皿（花こころ） 三信化工㈱ MS-345 HKK 180×34　440ml   190g メラミン　 120

I B 5 主菜 学共 角深皿中みのり 信濃化学 2512-MN 165×125×31　350ml　メラミン 116

I B 6 主菜 学共 丸鉢（花こころ） 三信化工㈱ MB-515HKK 156×46　420ml　メラミン 148

I B 7 主菜 学共 丸鉢蓋（花こころ） 三信化工㈱ MB-516HKK 141×33　メラミン 150

I C 1 副菜 離幼 小鉢（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-632　WSS 105×37　160ml　68g メラミン　 168

I C 3 副菜 学共 丸小鉢（花こころ） 三信化工㈱ MB-374HKK 100×52 250ml
メラミン　 180

I C 4 副菜 学共 丸小鉢蓋（花こころ） 三信化工㈱ MB-375HKK 102×28
メラミン　 180

I C 5 副菜 学共 小鉢（友花） 三信化工㈱ MB-50　YUK 110×47　250ml
93g メラミン　 240

I C 6 副菜 学共 小鉢蓋（友花） 三信化工㈱ MB-51　YUK 119×29
メラミン　 239

I C 7 副菜 全共 サラダボール （アンバー） 三信化工㈱ U-5 AN 128×44　290ml
51g ﾊｲﾊﾟｰｸﾘｽﾀﾙ 301

I C 8 副菜 全共 深皿小(通称;おやつ皿)（木の葉） 三信化工㈱ MS-14　KON 130×26　190ml
59g メラミン　 233

I C 9 副菜 全共 フリーカップ 三信化工㈱ CB-94　AQP 89×45 145ml(85ml)
39g ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ製 220

I C 10 副菜 全共 リップボール（マーメッド） 三信化工㈱ MB-630　MMD 110×95×45　165ml
(90ml)63g メラミン　 278

I D 1 汁 幼 汁椀（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-2　WSS 113×52　H79　290ml
74g メラミン　 136

I D 2 汁 幼 汁椀蓋（さらだっこ） 三信化工㈱ MB-102　WSS 102×25
メラミン　 140

I D 3 汁 学共 はけ目汁椀(溜内黒) 三信化工㈱ MB-800　TUK 108×67　360ml
92g メラミン　 170

I D 4 汁 学共 はけ目汁椀蓋(溜内黒) 三信化工㈱ MB-801　TUK 100×37
メラミン　 168

I D 5 汁 全共 はけ目汁椀(セリーン) 三信化工㈱ MB-800　SER 108×67 360ml
89g メラミン　 38

I D 6 汁 全共 はけ目汁椀蓋(セリーン) 三信化工㈱ MB-801　SER 100×37 
メラミン　 40

I D 10 汁 学共 スープカップ ｽﾘｰﾗｲﾝ㈱ M-26G 132×102×58
280cc 101

I D 11 汁 学共 スープカップ ｽﾘｰﾗｲﾝ㈱ M-26PW 132×102×58
280cc 10

I E 1 添 学共 小付 （葉音） 三信化工㈱ MB-676 HNE 84×34　90ml
38g メラミン　 28

用途等
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I E 2 添 全共 和皿 （ルナデコール） 三信化工㈱ MS-648　LNA 100×19
43g メラミン　 205

I E 3 他 全共 保温食器　小鉢（風花ピンク） 三信化工㈱ BHK-6001 FUP 118×60・235ml
樹脂加工 60

I E 4 他 全共 保温食器　小鉢蓋（風花ピンク） 三信化工㈱ BHK-6011 FUP 111×30
樹脂加工 60

I E 5 他 全共 小鉢（ライムイエロー） 三信化工㈱ U-30 LYM 100×45　220ml
リヒートウェア 3

I E 6 他 全共 小鉢蓋（ライムイエロー） 三信化工㈱ U-31W LYM 102×25
リヒートウェア 3

I E 7 他 全共 ツイストボール 三信化工㈱ MB-684KMT 170×170×65　800ml
メラミン　 3

Ⅱ 3 自助具 全共 自助食器（小鉢） 三信化工㈱ MS-43R RZ 156×140×44 330ml
(190ml)　メラミン 56

Ⅱ 4 自助具 全共 自助食器（小鉢） 三信化工㈱ MS-41R 
RZ 133×118×43  230ml
(160ml)　メラミン 88

Ⅱ 5 自助具 全共 自助食器（中皿） 三信化工㈱ MS-45R　ANJ 180×160×37  380ml
(220ml)　メラミン 20

Ⅱ 6 自助具 全共 自助食器（小鉢） 三信化工㈱ MS-43R　ANJ 156×140×44 330ml
(190ml)　メラミン 20

Ⅱ 7 自助具 全共 自助食器（小鉢） 三信化工㈱ MS-41R　ANJ 133×118×43  230ml
(160ml)　メラミン 20

Ⅱ 8 自助具 全共 自助食器（麺類の汁椀） 三信化工㈱ UMB-404R　ＷＭ 142×60㎜　高台込86㎜
380ml　メラミン 24

Ⅱ 9 自助具 全共 自助食器（麺類の汁蓋） 三信化工㈱ UMF-405　ＷＭ 132×40㎜　メラミン 24

Ⅱ 10 自助具 全共 自助食器（中深鉢） 国際化工 D132CNO 171×163×51㎜　480ml 24

Ⅱ 11 自助具 全共 自助食器（中深鉢） 国際化工 D132CAQ 171×163×51㎜　480ml 24

Ⅱ 12 自助具 全共 自助食器（汁椀） 国際化工 A130CNO 145×120×50㎜　360ml 24

Ⅱ 13 自助具 全共 自助食器（汁椀） 国際化工 A130CAQ 145×120×50㎜　360ml 24

Ⅱ 14 自助具 全共 自助食器（湯飲み椀） 国際化工 C47DT 123×95×63㎜　265ml 24

Ⅱ 15 自助具 全共 自助食器（湯飲み蓋） 国際化工 C47DT 96×28㎜ 23

Ⅲ 1 産祝 小鉢　大　クリア 信濃科学 5502-ｸﾘｱ 115×44mm　230ml
ポリカーボネート 11

Ⅲ 2 産祝 小鉢　大　ピンク 信濃科学 5502-ﾋﾟﾝｸ 115×44mm　230ml
ポリカーボネート 5

Ⅲ 3 産祝 小鉢　小　クリア 信濃科学 5504-ｸﾘｱ 75×35mm　75ml
ポリカーボネート 11

Ⅲ 4 産祝 小鉢　小　ピンク 信濃科学 5504-ﾋﾟﾝｸ 75×35mm　75ml
ポリカーボネート 5

Ⅲ 5 産祝 17cm正角皿　ﾎﾜｲﾄ おぎそ 1614-0000 169×169×H18
強化磁器 11

Ⅲ 6 産祝 ｽﾀｯｸﾌﾞｲﾖﾝ　ﾎﾜｲﾄ おぎそ 4756-0000 100×H53　310ml
強化磁器 10

Ⅲ 7 産祝 15cmｽｸｴｱﾌﾟﾚｰﾄ　ﾎﾜｲﾄ おぎそ 2084-0000 150×H27　270ml
強化磁器 11

Ⅲ 8 産祝 7.5cm正角皿　ﾎﾜｲﾄ おぎそ 1610-0000 76×76×H19　強化磁器 10

Ⅲ 9 産祝 15cmｽｸｴｱﾎﾞｰﾙ　ﾎﾜｲﾄ おぎそ 2082-0000 150×H43　370ml
強化磁器 10

Ⅲ 10 産祝 ﾎﾜｲﾄｽﾀｯｸｶｯﾌﾟ
(ﾊﾝﾄﾞﾙ付) おぎそ 80S-E 77×H71　230ml
強化磁器 17

Ⅲ 11 産祝 14cmﾍﾞﾘｰ皿 
ﾊﾟﾗｼｵﾚｯﾄﾞ おぎそ 1011-4150 139×H32　255ml
強化磁器 5

Ⅲ 12 産祝 20cmﾃﾞｻﾞｰﾄ皿
ﾊﾟﾗｼｵﾚｯﾄﾞ おぎそ 1946-4150 198×H21　90ml
強化磁器 5

Ⅲ 13 産祝 ブイヨンカップ
ﾊﾟﾗｼｵﾚｯﾄﾞ おぎそ 1961-4150 110×H52　300ml
強化磁器 5

Ⅲ 14 産祝 16cmパン皿
ﾊﾟﾗｼｵﾚｯﾄﾞ おぎそ 1947-4150 166×H19　50ml
強化磁器 9

Ⅲ 15 産祝 スープボール 三信化工㈱ YB-3011　VL
124×109×46　280ml

230g 強化磁器
5

Ⅲ 16 産祝 スープボール 蓋 三信化工㈱ YB-3012　VL 111×37
強化磁器 6

Ⅲ 17 産祝 ﾃﾞｻﾞｰﾄﾅｲﾌ（H・H)刃付
18-8 ｲﾀﾘｱｰﾉ ｲﾀﾘｱｰﾉ 212 10

Ⅲ 18 産祝 ﾃﾞｻﾞｰﾄﾌｫｰｸ
18-8 ｲﾀﾘｱｰﾉ ｲﾀﾘｱｰﾉ 192 10

Ⅲ 19 産祝 ﾌﾞｲﾖﾝｽﾌﾟｰﾝ
18-8 ｲﾀﾘｱｰﾉ ｲﾀﾘｱｰﾉ 150 10

Ⅲ 20 産祝 ｺｰﾋｰｽﾌﾟｰﾝ
18-8 ｲﾀﾘｱｰﾉ ｲﾀﾘｱｰﾉ 120 10

Ⅲ 21 産祝 ﾋﾒﾌｫｰｸ
18-8 ｲﾀﾘｱｰﾉ ｲﾀﾘｱｰﾉ 127 10

Ⅲ 22 産祝 温冷配膳車用
ﾌﾗｯﾄﾄﾚｲ　ﾌﾞﾗｳﾝ ｴﾚｸﾀｰ MFT1BN 490×320mm 20

V ① A 1 強化磁器 飯椀　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 110B-E 110×47　210ml 19

V ① A 2 強化磁器 パン皿(カレー皿） ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 146F-E 147×35　330ml 30



別紙12-2

貸付物品一覧表（食器）

大

区分

用途

区分
番号 品名 メーカー 商品番号 規格・材質

 数量用途等

V ① A 3 強化磁器 麺・丼・麺ツユ ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 165BS-E 164×69　760ml 30

V ① B 1 強化磁器 主菜皿　角型 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 150TA 150×150×27　270ml 10

V ① B 2 強化磁器 主菜皿　丸型　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 178FA-E 178×32　450ml 20

V ① C 1 強化磁器 小鉢1　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 100SM-E 100×49　240ml 20

V ① C 2 強化磁器 小鉢2　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 130SM-E 130×39　320ml 11

V ① C 3 強化磁器 サラダ皿　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 166A-E 166×19　130ml 10

V ① D 1 強化磁器 汁椀　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 125BV-E 125×60　360ml 20

V ① E 1 強化磁器 フルーツ皿　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 133F-E 133×35　250ml 19

V ① E 2 強化磁器 小皿　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 101A-E 101×20　70ml 29

V ① E 3 強化磁器 仕切り皿 白 178 20

V ② A 1 強化磁器 飯椀 えころ 128BY-E 127×56　390ml
145g 22

V ② A 2 強化磁器 パン皿 えころ 185F-E 185×42　590ml
265g 10

V ② A 3 強化磁器 カレー皿 えころ 201F-E 201×40　750ml
303g 20

V ② A 4 強化磁器 麺・丼・麺ツユ
 えころ 175B-E 175×73　880ml
241g 34

V ② B 1 強化磁器 主菜皿　角型 えころ 150TA 150×150×27　270ml  195g 10

V ② B 2 強化磁器 主菜皿　丸型 えころ 178FA-E 178×32　450ml
215g 20

V ② C 1 強化磁器 小鉢1　 えころ 100SM-E 100×49　240ml
134g 19

V ② C 2 強化磁器 小鉢2 えころ 130SM-E 130×39　320ml
128g 28

V ② C 3 強化磁器 サラダ皿 えころ 166A-E 166×19　130ml
171g 10

V ② D 1 強化磁器 汁椀 えころ 125BV-E 125×60　360ml
153g 18

V ② E 1 強化磁器 フルーツ皿 えころ 133F-E 133×35　250ml
193g 19

V ② E 2 強化磁器 小皿 えころ 101A-E 101×20　70ml
70g 28

V ③ D 1 強化磁器 カップ　 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 80S-E 口径77×高71　230ml153g 338

V ④ A 1 強化磁器 ﾎﾞｰﾙ ﾉｱﾁｪﾘｰ 128B-E 127×54
360ml 10

V ④ B 1 強化磁器 深皿 ﾉｱﾁｪﾘｰ 179F-E 179×40
560ml 10

V ④ B 2 強化磁器 皿 ﾉｱﾁｪﾘｰ 178A-E 178×26
390ml 10

V ④ C 1 強化磁器 ﾎﾞｰﾙ ﾉｱﾁｪﾘｰ 105B-E 106×49
190ml 9

V ④ C 2 強化磁器 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ食器 ﾉｱﾁｪﾘｰ 125US-E 125×42
350ml 10

V ④ C 3 強化磁器 皿 ﾉｱﾁｪﾘｰ 98A-E 98×27
110ml 10

Ⅵ 1 フードカバー類 長湯呑　蓋 中白 OP-3501 77×17㎜ 325

Ⅵ 2 フードカバー類 17cm用角カバー クリア PP127　CL 178×178×42
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 13

Ⅵ 3 フードカバー類 フードカバー　W　大 Wホワイト C-200　W 206×39
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 100

Ⅵ 4 フードカバー類 フードカバー　W Wホワイト P-207　W 160×34
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 120

Ⅵ 5 フードカバー類 フードカバー　W Wホワイト C-170　W 176×39
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 100

Ⅵ 6 フードカバー類 フードカバー　W Wホワイト C-180　W 187×38
ポリプロピレン 239

Ⅵ 7 フードカバー類 角皿中用蓋 548 170×130×37
ポリプロピレン 116

Ⅵ 8 フードカバー類 小鉢 蓋 C-106　W 106×19
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 149

Ⅵ 9 フードカバー類 フリーカップ　蓋 P-205　W 95×21
ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ 340

Ⅵ 10 フードカバー類 フードカバー P-206　W 140×30
ポリプロピレン 207

Ⅵ 11 フードカバー類 リップボール　蓋 C-1109 W 121×104×24
ポリプロピレン 275

Ⅵ 12 フードカバー類 こぼれにくい 蓋 M-141U 107×17 100

Ⅵ 14 フードカバー類 フードカバー　Y イエロー P-202　Y 158×30
ポリプロピレン 30

Ⅵ 15 フードカバー類 フードカバー　Y イエロー P-201　Y 140×27
ポリプロピレン 65

Ⅵ 16 フードカバー類 フードカバー　Y イエロー C-110　Y 115×27
ポリプロピレン 49

Ⅵ 17 フードカバー類 16cm用丸蓋 白 PP116　IW 167×20　ポリプロピレン 35

Ⅵ 18 フードカバー類 19cm用丸カバー 白 PP019　IW 202×40　ポリプロピレン 35

Ⅵ 20 フードカバー類 12cm用丸蓋 白 PP012　IW 130×20　ポリプロピレン 45

Ⅵ 21 フードカバー類 11cm用丸蓋 白 PP011　IW 121×19　ポリプロピレン 52

Ⅵ 22 フードカバー類 10cm用丸蓋 白 PP010　IW 109×19　ポリプロピレン 55

Ⅵ 23 フードカバー類 8.5cm用丸蓋 白 PP008　IW 92×20　ポリプロピレン 56

Ⅵ 24 フードカバー類 10.5～11cm用蓋　 乳白 540 10.5～11cm　乳白
ポリプロピレン 12

Ⅵ 25 フードカバー類 14.5cm用蓋　乳白 乳白 386 14.5cm　乳白
ポリプロピレン 30
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Ⅵ 26 フードカバー類 16.5cm用蓋　乳白 乳白 567 16.5cm　乳白
ポリプロピレン 66

Ⅵ 27 フードカバー類 12～13.5cm用蓋 乳白 549 12～13.5cm　乳白
ポリプロピレン 129

Ⅵ 28 フードカバー類 19cm用蓋 乳白 7500 19cm　乳白
ポリプロピレン 10

Ⅵ 29 フードカバー類 21cm用蓋 乳白 7506 21cm　乳白
ポリプロピレン 10

Ⅵ 30 フードカバー類 18cm用蓋　 乳白 7520 18cm　乳白
ポリプロピレン 55

Ⅵ 32 フードカバー類 8.5～10cm用蓋　 乳白 563 8.5～10cm　乳白
ポリプロピレン 20

Ⅵ 33 フードカバー類 9cm用蓋 乳白 7512 9cm　乳白
ポリプロピレン 57

42

0

Ⅶ 1 付 幼 スプーン 三信化工㈱ 38SP　Y 144mm、先端部ステンレス製/持ち手部PP製 245

Ⅶ 2 付 幼 フォーク 三信化工㈱ 37FO　Y 144mm、先端部ステンレス製/持ち手部PP製 245

Ⅶ 3 付 学共 アミハード六角箸(短)
1/2で一膳 三信化工㈱ AH-180S 180mm
強化ナイロン樹脂 275

Ⅶ 4 付 学共 スプーン 三信化工㈱ 48SP　赤（R） 175mm、先端部ステンレス製/持ち手部PP製 274

Ⅶ 5 付 学共 フォーク 三信化工㈱ 47FO　R 175mm、先端部ステンレス製/持ち手部PP製 240

Ⅶ 6 付 青共 アミハード六角箸(長)
1/2で一膳 三信化工㈱ AH-195S(O) 195mm
強化ナイロン樹脂 439

Ⅶ 7 フラットトレイ トレイ(若草) ERECTA MFT1WK W490mm×D320mm 200

Ⅶ 8 フラットトレイ トレイ(ピンク) ERECTA MFT1PK W490mm×D320mm 108

Ⅶ 9 フラットトレイ 幼 トレイ(レモンイエロー) ERECTA MFT1LY W490mm×D320mm 160

Ⅶ 10 収納 ﾄﾚｰ専用篭　特注
（配膳車トレー用） 日本調理機械㈱ W523㎜×D157㎜×H337㎜ 10

Ⅶ 11 収納 食器篭　ステンレス製 208

Ⅶ 12 収納 SKラック(食器かご)（IV） 三信化工㈱ PSK-300N 390×360×200 41

Ⅶ 13 収納 SKラック(食器かご)（V） 三信化工㈱ PSK-215 450×284×200 15

Ⅵ 14 収納 SKラック(食器かご)（IV） 三信化工㈱ PSK-310N 403×378×202 16

Ⅵ 15 収納 SKラック(食器かご)（B） 三信化工㈱ PSK-310N 403×378×202 7

Ⅶ 16 ラック プレート･トレイラック フルサイズ Raburn 5020 502×502×H115㎜ 7

Ⅶ 17 ラック シルバーラック フルサイズ Raburn 6511 502×502×H115㎜ 2

Ⅶ 18 ラック フルラック　プレート 石川工業樹脂 HK661 504×504×118 2

Ⅶ 19 ラック フルラック　フラット 石川工業樹脂 HK661 504×504×118 1

Ⅶ 20 ラック カップラック 弁慶

カップ20-95

500×500×

130

500×500×130 15

Ⅶ 21 調乳 病産院用哺乳瓶（直付け式）100ml ピジョン KR-100 耐熱ガラス製　100ml 1206

Ⅶ 22 調乳 病産院用哺乳瓶（直付け式）200ml ピジョン KR-200 耐熱ガラス製　200ml 508

Ⅶ 23 調乳 病産院用哺乳瓶直付けﾀｲﾌﾟ専用　KRｷｬｯﾌﾟ(ｲｴﾛｰ) ピジョン イエロー 950

Ⅶ 24 調乳 病産院用哺乳瓶直付けﾀｲﾌﾟ専用　KRｷｬｯﾌﾟ(ｸﾞﾘｰﾝ) ピジョン グリーン 702

P-204　W 89×20
ポリプロピレンⅥ 34 フードカバー類 フードカバー　W Wホワイト
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委託側（施設側） 受託側 厨房機器業者

厨房機器類月次自主点検フローチャート

点検結果に

異常はあるか？

月次点検

朝ミーティングで結果報告

厨房機器不具合発生

状況報告書施設栄養士内回覧

厨房機器業者へ連絡

点検・修繕

報告報告を受ける

報告を受ける

業者対応

異常有り

終了

異常無し

厨房機器類

月次自主点検表

患者食等給食提供業務日誌

記入









【保存先】栄養管理部２＞報告書・様式関連  

【回覧順】受託責任者→管理栄養士(担当)→施設側→管理栄養士(担当)  

管理栄養士 管理栄養士(担当) 受託責任者 

   

厨房機器不具合発生状況報告書 

記載日    年  月  日（  ） 

報告者名 

以下のとおり厨房機器に不具合が発生し、対応したため報告します。 

発生日時 令和  年  月  日（  ）   時  分 

場所  

厨房機器名  

当時の状況 

(具体的に、何の作業

をしている時に、ど

のような状況とな

り、どのような対応

を行ったか) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生 

直後の 

状況 

扉 開けられた ・ 全く開けられなかった ・ 該当無し 

   ↓ 

（どのようにして？ 

      ） 

ブレーカー 入 ・ 切 ・ 該当無し 

異常ランプ 無 ・ 有 ・ 該当無し 

エラーコード 無 ・ 有 （コード番号：              ） 

------------------------------------------管理栄養士(担当)記載欄------------------------------------- 

今後の対応等  
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委託側（施設側） 受託側 厨房機器業者

※ “厨房機器不具合発生状況報告書”は当日中に提出（休日の場合は、翌平日に提出）

厨房機器類不具合発生時の対応の流れ

不具合発生・発見

報告

厨房機器不具合発生

状況報告書※施設栄養士内回覧

厨房機器業者へ連絡

点検・修繕

報告報告を受ける

報告を受ける

業者対応

終了

患者食等給食提供業務日誌

記入

作業申請書（別紙15）

提出
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委託側（施設側） 受託側 防災センター設備担当者

※ 不具合例；蛍光灯等の電球切れ、水漏れ、害虫発生

施設設備不具合※発生時の対応の流れ

不具合発生・発見

報告

防災センター

（設備担当者）へ連絡

点検・修繕

報告報告を受ける

報告を受ける

対応

終了

患者食等給食提供業務日誌

記入
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時間（内･外）作業申請書 

 年   月   日 

宮城県立こども病院  御中  

下記の通り作業を実施しますので申請いたします。 

申

請

者 

業 者 名  

住 所   

電話 

作業責任者名  

作 業 日 時 年  月  日（  ）  時  分 ～  時  分 

 作 業 箇 所  

病院側担当責任者 

所 属      

氏 名          

作 業 目 的 

 

作業業者名／人数  名 

備 考 

 

 

○申請は遅くとも前々日前までに「総務課」へ提出してください。 

事務部長 
事務部次長 

（総務課長） 
経営企画課長 

事務担当者 

（総務課） 
部署責任者 防災センター 

      

 

（業者 → 部署責任者 → 総務課 → 防災センター） 



哺乳瓶入替スケジュール

日にち 準備日 ５日目

配乳・回収時間 － 10:00

■旧哺乳瓶の取り扱いについて

　・配乳は２日目まで

　・回収した瓶のうち、明らかに新しいと思われる物はまとめて栄養管理部担当者へ報告

　・３日目の17時回収分～新哺乳瓶と混在するため確認の上廃棄

■新哺乳瓶の取り扱いについて

　・12/〇（〇）～12/〇（〇）の間で拓桃館会議室へ搬入予定（11/〇に物品センターへ発注時依頼済み）

　・配乳は３日目から

　・３日目の17時回収分～旧哺乳瓶と混在するため確認の上滅菌

■廃棄方法と日程

　（１）12/〇（〇）拓桃館会議室へ、①「医療廃棄物」段ボール＆ビニール袋20セット、②ビニール紐1個、③布ガムテープ1個搬入

　　　　（①；12月防災センター所長へ依頼（電話で一報入れ、詳細は院内OAにて送信）、②③；12月物流システムで申請）

　（２）廃棄方法：【哺乳瓶の廃棄手順】に沿って感染に注意の上「医療用廃棄」に入れ、拓桃館会議室にて保管

　（３）清掃担当者への搬出依頼日：1/〇(〇)午前10時（（１）同様に防災センター所長へ依頼）

　※1/〇(〇)の回収日以降に回収された廃棄哺乳瓶は「医療用廃棄」箱に入れて、毎日午後1時頃清掃の方に搬出を依頼。

搬出

13:30 17:00 09:00 13:30 17:00

１日目 ２日目 ３日目 ４日目

旧哺乳瓶

13:30 17:0009:00 13:30 17:00 09:00

新哺乳瓶
拓桃館会議室へ

哺乳瓶搬入

配乳

回収

廃棄準備

配乳

配乳空瓶数え

空瓶数え

回収

滅菌
開封・洗浄・滅菌

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

配乳
回収

滅菌

回収

廃棄準備
回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

回収

廃棄準備

別
紙
1
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【哺乳瓶の廃棄手順】

①「医療廃棄物」段ボールの底にガムテー

プを貼ります。（交差しなくてOK）

②ビニール袋を二重にして哺乳瓶を入れま

す。内側のビニール袋は閉じなくてOK

③外側のビニール袋は、白ビニール紐で閉

じます。（固結びでOK）

④「医療廃棄物」段ボールの横に、「栄養

管理部・日付」の紙を貼ります。
哺乳瓶を入れた日付を

記入してください

割れたびんは、プラスチック容器に

そのまま入れてください。（袋不要）
通常の哺乳瓶は、未洗浄のまま

「医療廃棄物」段ボールに入れます。

母乳は体液のため感染の恐れがあり

ますので、注意してください。
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栄養管理部 栄養管理部

　　年　月　日 　　年　月　日

栄養管理部 栄養管理部

　　年　月　日 　　年　月　日

栄養管理部 栄養管理部

　　年　月　日 　　年　月　日
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委託側（施設側） 受託側

注；ペルシールクリーン®とは

宮城県立こども病院　院内感染対策マニュアル第９版より

血液が付着したトレー・食器等が下膳された場合の対応フローチャート

血液付着の下膳物発見

委託側に報告

拓桃外来のよごれもの処理

室※２に設置の感染性廃棄物

の容器に捨てる

下膳物を通常どおり

洗浄・消毒

拓桃外来の処置室※１から

持ってきたペルシール

クリーンを渡す

※手順は詳細１を参照

勤務中

終了

委託側は

勤務中か？

下膳物をビニール袋に

入れて、下膳室で保管

不在

詳細１

①受託側より報告を受けたら、

栄養管理事務室の流し台収納棚

より、ビニール袋と使い捨て手袋

を持って拓桃外来の処置室に行く

②拓桃外来看護師に声を掛ける

③使い捨て手袋を装着の上、ワゴン

よりペルシールクリーン10枚を

取り出し、ビニール袋に入れて

持ち帰る

ペルシールクリーンを

受け取る

詳細２

①使い捨て手袋を装着し、ビニール袋

からペルシールクリーンを取り出す

②ペルシールクリーンで血液を取り除く

③使用済みのペルシールクリーンをもと

のビニール袋に入れ、袋の口を閉じる。

血液が付着したティッシュ等の汚物が

あれば、一緒のビニール袋に入れる

④使用しなかったペルシールクリーンは、

ビニール袋に入れたままにしておく

下膳物の血液を取り除く

※手順は詳細２を参照

使用済みのペルシールク

リーンが入ったビニール袋

を委託側に渡す

委託側出勤
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参考；拓桃1階平面図

◎

◎

※２

※１
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検食および職員食の配膳食数、配膳場所

朝食 昼食 夕食 朝食 昼食 夕食

配膳数 0 1 0 0 0 0

配膳場所

配膳数 1 1 1 1 1 1

配膳場所

配膳数 3 0 3 3 3※2 3

配膳場所

※1　年末年始の期間も含む

※2　小児科病院群輪番制運営事業において、当院が当番日となっている場合には、職員食

　　の昼食を「3食」から「4食」にすること（合計配膳数5食）

4※2 4

　　当番表は、院内OA内の「ファイル管理＞当番表・連絡簿＞当該年度仙台市小児科輪

　　番」にデータ格納

合計配膳数 4 2 4 4

医局

施設側医師

職員食

医局

平日 土・日・祝日※1

施設側管理栄養士

栄養管理部
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【県立こども病院栄養管理部 ライン管理】 

2026. 4.21 

 

1. 使用目的：甲側職員の休日における病院食提供に関する連絡 

 

2. 使用ルール： 

1)原則として、乙側からの発信とする。 

2)災害時等、病院側から連絡を行う際は原則として病院代表電話を使用、 

つながらない場合のみラインで内容記載の上、 

返信がない場合は再度電話をかける。 

3)ライン連絡時、最初のメッセージでは氏名を記載の上内容を記載。 

 

3. 用途 

1)重大インシデント発生時 

2)非常災害時の非常食対応等 

 院内災害対策本部設置： 

宮城県内震度 6弱以上・仙台市青葉区震度 5強以上の地震 

3)献立・食事オーダ関係の照会 

4)電子カルテ緊急停止により、紙運用の可能性が生じた場合 
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or

伝達内容

通常対応

対応終了 改善 対応終了

栄養管理システムへ強制手動入力(マニュアル参照)

②①までに解消されない場合又は

解消時､栄養管理部へ連絡を依頼

改善 改善せず

対応終了

改善せず

該当部署(病棟)へ連絡し、

システムエラーのため、

情報システム管理室への連絡を依

頼

相違なし

連絡先

平日8時～18時：

　　　　　内線5454(障害対応窓

口)

平日18時1分～7時59分 または

 土日祝日 内線1111(防災センター)
通常対応

施設側栄養士にLINEで連絡

（未読の場合は緊急連絡網参照）

（GW・年末年始は、別途周知あり）

対応終了

栄養管理部からも

システムエラー解消依頼

①何時までに解消が必要か

　(次食区分締切等)

栄養管理システムで取込・集計

食事オーダのシステムエラー時連絡対応フロー

食事オーダに関する問合せ
栄養管理システムにてオーダ取込時

にエラーが有った場合

電子カルテ・栄養管理システム

双方の食事オーダ内容を確認 メッセージ内容

｢入院期間が重複

しています｣

施設側栄養士に

エラーリストを報告相違あり 相違なし

通常対応 異常なし対応不要

締切時間前に 締切時間前に

右記以外の

メッセージ
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電子カルテ停止時のニュートリメイト登録方法 
 

 食事オーダの締め切り時間 

朝食 前日 15:00 昼食 当日 9:00 夕食 当日 14:00 

粉乳食（空瓶・予備乳・調乳水含む） 当日 10:00 

※ 部門システムへの登録を行う時間が必要なため、通常時より締め切り時間を 1 時間

繰り上げている。 

 

 電子カルテ停止時の食事箋について 

1. データ格納場所 

デスクトップ＞「システム障害時伝票・マニュアル」＞[栄養管理部]システム障害

時の運用 

 

2. 使用書類 

① 食事箋（電子カルテ停止用）栄養管理部_障害時伝票 

② 別紙 食物アレルギー問診票（電子カルテ停止用） 

③ 別紙 空瓶・予備乳・調乳水のオーダ（電子カルテ停止用） 

 

3. 書類の運用方法 

 

 

4. 部門システム（ニュートリメイト）への情報登録 

食事箋、食物アレルギー問診票の情報をニュートリメイトへ登録する 

（登録手順は次頁以降を参照） 

  

病棟

•食事箋記載

•記載済食事箋コピー

•栄養管理部へ電話連絡

•栄養管理部へ食事箋持参

栄養管理部

•食事箋受け取り

•ニュートリメイトへ情報登録

•登録情報に応じて食事および
調乳準備

別紙 22-2 
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 メニューの表示方法 

ニュートリメイト起動時の表示設定は最後に作業した方が閉じた時のメニュー画面

が表示される仕組みとなっているため、カスタムメニューが表示された場合は「表

示」→「標準メニュー」を選択して作業を開始する 

 

 
 

 作業時の注意点 

「食事箋登録」編集中の場合「オーダ取込」「食数集計」を行った場合にエラーとなる

ため（食事箋に登録された患者食事情報を取り込み、範囲指定した日付と食事区分にそ

の情報を反映（集計）する仕組みのため）、作業が重ならないよう注意する  

カスタムメニュー画面 

標準メニュー画面 
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【入院】 

1. 患者 ID 登録 

「食事箋登録」＞「食事箋登録」を選択する 

「患者番号」に食事箋 ID を入力する 
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2. 患者基本情報登録（食物禁忌情報含む） 

「食事箋登録」＞「患者基本(F2)」を選択する（新規 ID 登録時は自動で画面起動される） 

① 漢字 

食事箋に記載の漢字氏名情報を入力する（姓と名の間は全角スペースを入れる） 

② フリカナ 

①入力時に自動で半角カナが入力される、姓と名の間に半角スペースを入力する（修

正可能なため必要に応じて入力する） 

③ 性別 

食事箋に記載の性別を入力する（未記載の場合はデフォルトの登録の男性でよい） 

④ 生年月日 

食事箋に記載の生年月日を記載する（P6 和暦西暦早見表参照） 

⑤ 食物禁忌 

「アレルギー」欄の左側に問診票の情報を入力（ダブルクリックでもコード検索可）

し「登録（F5）」する（アレルギー問診票および禁止コメントは P7～8 参照） 

 

 
 

 

 

ダブルクリック 
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和暦西暦早見表 

和暦 西暦 和暦 西暦 和暦 西暦 

昭和 50 年 1975 平成 1 年 1989 令和 1 年 2019 

昭和 51 年 1976 平成 2 年 1990 令和 2 年 2020 

昭和 52 年 1977 平成 3 年 1991 令和 3 年 2021 

昭和 53 年 1978 平成 4 年 1992 令和 4 年 2022 

昭和 54 年 1979 平成 5 年 1993 令和 5 年 2023 

昭和 55 年 1980 平成 6 年 1994 令和 6 年 2024 

昭和 56 年 1981 平成 7 年 1995 令和 7 年 2025 

昭和 57 年 1982 平成 8 年 1996 令和 8 年 2026 

昭和 58 年 1983 平成 9 年 1997 令和 9 年 2027 

昭和 59 年 1984 平成 10 年 1998 令和 10 年 2028 

昭和 60 年 1985 平成 11 年 1999 令和 11 年 2029 

昭和 61 年 1986 平成 12 年 2000 令和 12 年 2030 

昭和 62 年 1987 平成 13 年 2001   

昭和 63 年 1988 平成 14 年 2002   

昭和 64 年 1989 平成 15 年 2003   

※ 1 月 7 日まで 平成 16 年 2004   

  平成 17 年 2005   

  平成 18 年 2006   

  平成 19 年 2007   

  平成 20 年 2008   

  平成 21 年 2009   

  平成 22 年 2010   

  平成 23 年 2011   

  平成 24 年 2012   

  平成 25 年 2013   

  平成 26 年 2014   

  平成 27 年 2015   

  平成 28 年 2016   

  平成 29 年 2017   

  平成 30 年 2018   

  平成 31 年 2019   

  ※ 4 月 30 日まで   
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別紙 食物アレルギー問診票（電子カルテ停止用） 

 

・ ニュートリメイトにおける各禁止食品の禁止コメントコードは赤枠のとおり 

・ 果物類に関しては各果物の脇に（）でコード記載あり 

・ ニュートリメイトに設定のコメント一覧は P8 参照 

・ フリーコメントの入力があった場合はできる限り該当する既存の設定コメントで

対応する 

・ フリーコメントの入力方法は P13 参照 
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禁止コメント一覧 
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3. 入院日登録 

「食事箋登録」＞「入院」を選択する 

配膳開始日および食事区分を選択し「登録（F5）」をクリックし入院登録を行う 
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4. 病棟・病室番号登録 

「食事箋登録」＞「転棟転室」を選択する 

① 「配膳開始」に該当する日付および食事区分を入力する 

② 「病室」をダブルクリックし、食事箋に記載の病棟・病室を選択し「登録（F5）」

する 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

 

ダブルクリック 
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5. 食種登録 

「食事箋登録」＞「食事変更」を選択する 

① 「配膳開始」に該当する日付および食事区分を入力する 

② 「食種」食事箋に記載の食種を入力する 

③ 「主食」主食変更がある場合は（献立どおりの場合は入力の必要はない）入力する（コ

ード一覧の見方と入力方法は P12 参照）、朝食に入力した料理コードを「→」をクリ

ックし昼食、夕食にも登録する 

④ ①～③を入力したら「登録（F5）」する 

⑤ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 
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主食コード一覧の見方と入力方法 

 

 
＜参照方法＞ 

ニュートリメイト標準メニュー 

 →食事箋登録 

 →食事オーダ取込 

 →コード変換登録 

 →変換項目を“主食コード”とし、設定（F7）を選択 

→プレビュー又は印刷で、優先順位１～５全項目閲覧可能 

（参照ページの種別） 

 ・優先順位２＝主食大盛・小盛・1/2 の配膳量 

 ・優先順位 4＝基本の主食量 

 

＜用語解説＞ 

オーダー側：電子カルテ設定のコード一覧 

ニュートリ側：ニュートリ設定のコード一覧 

 

食種：下三桁がニュートリにおけるコードに当たる 

食事箋の「食事変更」の食種の隣に記載のあるコードを参照して食種を入力する 

（例）オーダー側 D0101 → ニュートリ 101 幼児食 1 

主食：食事箋の「主食変更」の主食の隣に記載のあるコード 

項目：ニュートリで対応する料理コード（主食変更の場合はこの欄のコードを入力する） 
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6. フリーコメントの入力方法 

「食事箋登録」＞「特殊コメント」を選択する 

① 「配膳開始」に該当する日付および食事区分を入力する 

② 「共通」にコメントをフリー入力（1 行全角 6 文字までしか入力できないため⾧い

コメントの場合は 2 行目に内容の続きを入力する）し、「登録（F5）」する 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

  

 

ほうれん草 
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7. 入院登録を同じ画面で一括操作する方法 

「食事箋登録」＞「一括入力（F13）」を選択する 

① 「配膳開始」に該当する日付および食事区分を入力する 

② 「食種・主食」に食種を入力する 

③ 主食変更がある場合は（献立どおりの場合は入力の必要はない）「食種・主食」に

選択された主食を朝食に入力し（コード一覧の見方と入力方法は P12 参照）、入力

後は「→」をクリックし昼食、夕食にも登録する 

④ 「病室」をダブルクリックし、食事箋に記載の病棟・病室を選択する 

⑤ 「コメント」タブの左端のセルに食事箋のコメント番号を入力（ダブルクリックで

もコード検索可、詳細は P28 以降を参照） 

⑥ ⑤入力の上、付加や特定の料理の配膳が必要な場合は「料理特別」タブを選択し、

毎食配膳の料理は「共通」、食事区分指定の料理は指定された食事区分（「朝」

「昼」「夕」）に食事箋記載の料理コード番号を入力する（詳細は P29 以降を参照） 

⑦ ミルクが必要な場合は「調乳」タブを選択し入力する（詳細は P33 以降を参照） 

⑧ ①～⑧を入力したら「登録（F5）」し、「閉じる（F12）」をクリックして戻る 
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8. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 患者基本情報 

黄緑色の部分に ID、氏名、フリカナ、年齢、アイコンで性別（男性は青ネクタイ、

女性はピンクの洋服）が表示される 

③ 入院日・食種・病室病棟番号 

入院登録を行った日付および食事区分に選択した食種がピンク色で表示され、その

下に緑色で病棟病室番号が表示される 

④ コメント 

「コメント」欄に毎食共通コメントは「共通」に、食事区分指定のコメントは

「朝」「昼」「夕」に入力したコメントが表示される 

⑤ フリーコメント 

「特殊コメント」欄に入力したフリーコメントが表示される 

⑥ 調乳 

「調乳」タブに切り替えるとミルク情報が表示される（詳細は P33 以降参照） 

⑦ 料理特別指示 

「料理特別指示」タブに切り替えるとコメントで付加する料理や食品等がある場合

の自動変換設定情報が表示される（詳細は P29 以降参照） 

 

  

① 

③ ④ ⑤ 

⑥ ⑦ 

② 
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【退院】 

1. 入力方法 

「食事箋登録」＞退院を選択する 

「配膳停止」に食事箋に記載の日付と食事区分を入力して「登録（F5）」する 
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2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分に退院が表示されていることを確認する 

 

 

① 

② 



18 

 

【禁食】 

1. ⾧期で欠食となる場合（食事再開の指示がない場合） 

(1) 入力方法 

「食事箋登録」＞「食事変更」を選択する 

① 食事変更「配膳開始」に欠食となる日付と食事区分を入力する 

② 食種「Z@」朝の主食「@@@@@」を入力し、昼「→」ボタン、夕「→」ボタン

を押して「登録（F5）」する 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 
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(2) 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分以降に欠食が表示されていることを確認する 

 

  

① 

② 
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2. 短期で数食の欠食となる場合（早朝術前食等） 

 (1) 入力方法 

「食事箋登録」＞「スポット食（F5）」を選択する 

① 配膳日に欠食となる日付と食事区分を入力する 

② 食種に「Z@」を入力する 

③ 主食に「@@@@@」を入力し、「登録（F5）」を行う 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

  

 

 

（例） 

5/27 昼食：欠食 

5/27 夕食：再開 

スポット食は 1 食分の入力

となるため 2 食欠食の場合

は同じ作業を繰り返す 
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 (2) 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組み

となっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分に青字で欠食が表示されていることを確認する 

③ 欠食の次の食事区分から元の食種が表示されていることを確認する 

 

  

① 

② 

③ 
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【外泊】 

1. 入力方法 

「食事箋登録」＞「外泊外出」を選択する 

① 配膳停止に外出・外泊する日付と食事区分を入力する 

② 配膳開始に帰院する日付と食事区分を入力する 

③ ①②を入力後「登録（F5）」を行う 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 
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2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分の枠が青で表示されていることを確認する 

 

  

① 

② 
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【転棟・転室】 

1. 入力方法 

「食事箋登録」＞「転棟転室」を選択する 

① 「配膳開始」の日付と食事区分を選択する 

② 「病室」をダブルクリックし、食事箋に記載の病棟・病室を選択する 

③  Enter を押して「喫食場所」に病室が表示されたら「登録（F5）」する 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 
  

 

 

ダブルクリック 
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2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分に転棟・転室先の病棟病室が緑色で表示されていることを確認

する 

 

  

① 

② 
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【食種登録】 

1. ⾧期で選択した食種が続く場合 

P11 【入院】 5. 食種登録を参照 

 

2. 短期で選択した食種が変わる場合（待ち食等） 

(1) 入力方法 

「食事箋登録」＞「スポット食（F5）」を入力する 

① 「配膳日」に該当する日付および食事区分を選択する 

② 「食種」食事箋に記載の食種を入力する 

③ 「主食」主食変更がある場合は主食の料理コードを入力し、「登録（F5）」を行う 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

 

 

 

  

 

 

（例） 

8/2 朝食：待ち食 

8/2 昼食：学童食 1 
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(2) 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 該当する食事区分に青字で選択した食種が表示されていることを確認する 

③ 次の食事区分から元の食種が表示されていることを確認する 

 

  

① 

② ③ 
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【コメント】 

1. コメント登録のみで運用可能な場合（形態指示・治療食指示等） 

「食事箋登録」＞「コメント」を選択する 

① 「配膳開始」の日付と食事区分を選択する 

② 「共通」の左端のセルに食事箋のコメント番号（定型コメント化されているコメント

の見方と入力方法は P30 参照）を入力（ダブルクリックでもコード検索可）し「登

録（F5）」する 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 
＜コメント入力の注意点＞ 

電子カルテからのデータ転送時と異なり、食種変更があってもコメントは削除されない

（例：幼児食 1「5mm きざみ」→欠食「5mm きざみ」）ため、コメントは必要に応じて

その都度登録および削除を行う 

  

 

 

ダブルクリック 
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2. コメント登録の上で料理特別登録が必要な場合（付加や特定の料理配膳等） 

1.を入力後「食事箋登録」＞「料理特別」を選択する 

① 「配膳開始」の日付と食事区分を選択する 

② 毎食配膳の料理は「共通」の料理の左端のセルに食事箋記載の料理コード番号を入力

（ダブルクリックでもコード検索可）し、「登録（F5）」する 

③ 食事区分指定の料理は指定された食事区分（「朝」「昼」「夕」）に食事箋記載の料理コ

ード番号を入力し、「登録（F5）」する（コメント複数選択でフリー入力欄に料理コー

ドが載っていない場合は「食事箋のシート【参考】一時的禁忌および指示」を参照し

てコード番号を確認することができる） 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

 

 

 
  

 
 

ダブルクリック 
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コメントコード一覧の見方 

 

 

＜参照方法＞ 

ニュートリメイト標準メニュー 

 →食事箋登録 

 →食事オーダ取込 

 →コード変換登録 

 →変換項目を“コメントコード”とする 

→プレビュー又は印刷で閲覧可能 

 

＜用語解説＞ 

オーダー側：電子カルテ設定のコード一覧 

ニュートリ側：ニュートリ設定のコード一覧 

 

＜ニュートリ側の見方＞ 

項目名：コメントの名称 

コメント・料理特別指示： 

1 行目→「共」「朝」「昼」「夕」は入力区分、数字はコメントコード番号および名称 

2 行目→コメント登録の上で料理特別登録が必要な場合の料理コード番号および料理名 

 

3. コメントの削除方法 

「食事箋登録」＞「コメント」を選択する 

① 「配膳開始」にコメントを削除したい日付および食事区分を入力する 
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② 「コメント」の「削除する」のチェックボックスにチェックを入れ「登録（F5）」

する 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 
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4. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 「料理特別指示」タブを選択し、該当する食事区分に以下の入力があるか確認する 

(1) 共通 

毎食提供指示のある料理を入力した場合は表示される 

(2) 朝食 

朝食に提供指示のある料理を入力した場合は表示される 

(3) 昼食 

昼食に提供指示のある料理を入力した場合は表示される 

(4) 夕食 

夕食に提供指示のある料理を入力した場合は表示される 

 

  

① 

② 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 
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【調乳】 

1. 入力方法 

「食事箋登録」＞「調乳」を選択する 

① 食事箋に記載の日付と食事区分（夕食）を入力する 

② 製品、濃度（%）、量（cc）、本数を入力して「登録（F5）」する（名称比較は表参照） 

③ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

 

  

 

食事箋 ニュートリ 

ミルク名（）内コード 製品 

調乳濃度（）内コード 濃度 

1 本必要量 量 

1 日必要本数 本数 
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2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みと

なっているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 「調乳」タブを選択し、該当する食事区分に以下の入力があるか確認する 

(1) 調乳タブの入力内容が間違いないか確認する 

(2) 該当する食事区分以降に「ミルク」の表示を確認する 

 

  

① 

② 

(1) 

(2) 
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【間違えて入力してしまった場合の修正方法】 

1. 入力方法 

① 修正したい区分に表示のある水色の付箋マークをダブルクリックする 

（例）入院時の病室登録を間違えたため正しい病室（205→216）に修正したい 

 

② 削除したい項目の●をダブルクリックする（例の場合は「病室」を選択） 
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③ 「転倒・転室」の画面が表示されるため、病室番号を修正して登録し直す（「現在

表示中のデータで上書きします」）とウィンドウが出るため「OK」をクリックする 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 
 

2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みとな

っているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある） 

② 入院時の食事区分の病室が緑字で正しく表示されていることを確認する 

 

 

① 

② 
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【間違えて入力してしまった場合の削除方法】 

1. 入力方法 

① 修正したい区分に表示のある水色の付箋マークをダブルクリックする 

（例）入院日に登録したフリーコメントを削除したい 

 

② 削除したい項目の●をダブルクリックする（例の場合は特殊コメントを選択） 
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③ 「削除」ボタンをクリックしてデータを消去する 

④ 「閉じる（F12）」をクリックして戻る 

 

 

2. 入力後の確認方法 

① タブを「1 週間と詳細」にする（最後に閉じた操作者の設定が保存される仕組みとな

っているため「1 週間表示」「2 週間表示」で表示されていることがある 

② 「特殊コメント」欄からコメントが削除されていることを確認する 

 

 

① 

② 



  別紙 23 

ニュートリメイト コード変換 主食コード一覧 

2023.11.9 

＜参照方法＞ 

 ニュートリメイト標準メニュー 

  →食事箋登録 

  →食事オーダ取込 

  →コード変換登録 

  →変換項目を“主食コード”とし、設定（F7）を選択 

→プレビュー又は印刷で、優先順位１～５全項目閲覧可能 

 

 （参照ページの種別） 

 ・優先順位２＝主食大盛・小盛・1/2 の配膳量 

 ・優先順位 4＝基本の主食量 

  

【図 出力イメージ】 

 

① 食種：献立登録画面等でうしろの３桁を参照 

D0101 ＝ 101 幼児食１ 

② 特別指示 

C10005 ＝ 主食大盛 

C10006 ＝ 主食小盛 

C10119 ＝ 主食 1/2 

① ② 




